
平
成
二
十
八
年
十
一
月
八
日
受
領

答

弁

第

九

四

号

内
閣
衆
質
一
九
二
第
九
四
号

平
成
二
十
八
年
十
一
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
核
兵
器
禁
止
条
約
に
か
か
る
決
議
案
に
日
本
政
府
が
反
対
し
た
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
核
兵
器
禁
止
条
約
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か
か
る
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案
に
日
本
政
府
が
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た
理
由
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

核
軍
縮
に
関
す
る
我
が
国
の
基
本
的
立
場
は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
の
た
め
に
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
対
す

る
正
確
な
認
識
及
び
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
に
対
す
る
冷
静
な
認
識
に
基
づ
き
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
と
の
間
の
協
力

に
よ
る
現
実
的
か
つ
実
践
的
な
措
置
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
御
指
摘
の
決
議
案

は
、
北
朝
鮮
の
核
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
が
我
が
国
の
安
全
に
対
す
る
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

こ
の
よ
う
な
我
が
国
の
基
本
的
立
場
に
合
致
せ
ず
、
ま
た
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
と
の
間
の
対
立
を
一
層
助
長
し
亀
裂

を
深
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
慎
重
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
反
対
し
た
も
の
で
あ
る
。


